
〒603-８０７３ 京都市北区上賀茂烏帽子ヶ垣内町１ 

TEL ７１１－０８０４  FAX ７８１－０４８０ 

上賀茂小学校ホームページアドレス http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/kamigamo‐ｓ/ 

（携帯電話・スマートフォンからもご覧になれます。） 

令和８年１月３０日（金） 

京 都 市 立 上 賀 茂 小 学 校 

校 長  上 原  誠 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  自ら考え 行動し 共に学ぶ子どもの育成 

  ～ 喜んで登校 満足して下校 ～ 
２月号 

 

 「雪に耐えて梅花麗し」ということわざがあるように、最長寒波に耐える日々が続き、

梅の花が咲く春が待ち遠しい季節になりました。 

 タイトルに書きました「啐啄同時（そったくどうじ）」は中国の言葉です。啐は驚く、叫

ぶ、呼ぶという意味があり、啄はついばむという意味があります。卵の中のひなが殻をコ

ツコツつつくことを「啐」、ちょうどその時、親鳥が外から卵の殻をコツコツつつくことを

「啄」といいます。両者のコツコツが一致してひなが生まれることから「絶好の好機、ま

たとない好機」を表す言葉として使われます。卵の中のひながつついているのを親鳥が気

づかなかったり、ひながつついていないのに親鳥が殻をつついて破いたりしてはうまくい

きません。同時であることが大切となります。 

 この言葉は教育でも、様々に解釈してよく使われます。子どもが成長し、親離れをする

ときに、親もタイミングよく子離れをする必要があります。まさに「啐啄同時」が子ども

の自立にとって大切です。親は早く子離れしたいなと思っていても、なかなか子どもが親

離れしないことはよくあります。しかし時折、子どもは子どもたちの世界で生きていき、

すでに親離れしていても、親が子離れするのが遅くなることもあります。子どもの様子を

よく見て、自立の機会を逃してしまわないようにすることが大切です。 

 子どもと先生の関係においても同じことが言えます。子どもが学習内容に関心を高め、

いざ学ぼうとするタイミングを見定めなければなりません。一方、子どもの関心が高まっ

ていないのに、先生が殻をこつこつしすぎてもなかなかうまくいかないとも言えます。ま

た、子どもが内側から殻をこつこつするように、学習内容に関心を高めていく、知的好奇

心を刺激する活動も大切となるということも言えそうです。 

 そういえば、最近日の入りが遅くなり、昼間が長くなっているなあと感じます（ちなみ

に日の出もだいぶ早くなってきました）。寒さは続いていますが、春は確実に近づいていま

す。２月も子どもたちがさらに成長できるよう教職員一同精一杯サポートしてまいります

ので、ご理解ご協力の程宜しくお願いいたします。 

 

 

http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/kamigamo


 

日  曜  学校行事  保健関係  まなび・部活動 PTA・地域等  

１  日      

２  月  委員会活動   まなび   

３  火  代表委員会 １組学習発表会（１～４校時）  フッ化物洗口   

４  水  
自転車紙芝居（中間） ５年音楽鑑賞教室（午前） ６年葵小（静岡県）

とのオンライン交流 ６年陸上 
 まなび   

５  木    和太鼓  

６  金  小さな巨匠展１組見学 半日入学・入学説明会（午後２時～）１～３年４時間授業・完全下校１３：３０    

７  土      

８  日  京キッズ RUN６年    

９  月  クラブ活動  なかよしの日  まなび  

10 火  銀行振替日 加茂中体育服配付（１５：２０～１６：００、ふれあいサロン）    

１１  水  建国記念の日    

１２  木    和太鼓  

１３  金  ３年校外学習（府警本部、１３：００～）  まなび   

１４  土      

１５  日      

１６  月  クラブ活動 のほほんおはなしの会１年（本クラブコラボ）  まなび   

１７  火  図工展 参観・懇談（１組、１～３年） フッ化物洗口   

１８  水  図工展 １組科学センター  まなび   

１９  木  図工展  和太鼓  

２０  金  図工展 参観・懇談（４～６年） ６年学習発表参観（１３：３０～１４：３０）６年中学校給食  まなび   

２１  土      

２２  日      

２３  月  天皇誕生日    

２４  火   フッ化物洗口  さんやれ祭 

２５  水  
スクールガード隊感謝状式 児童朝会 園児ランドセル体験１年・お楽

しみ交流４年 学校運営協議会 
 まなび   

２６  木  のほほん朝の読み聞かせ（５・６年）  和太鼓  

２７  金  ５時間授業 完全下校１４：４５  まなび   

２８  土      

３月の主な行事予定  

３日 ５年学習発表参観（午後） 

４日 ６年生を送る会 

５日 支部育成合同お別れ会 

６日 卒業遠足 

９日 ３年総合発表会 

１３日 ふれあい清掃 

１６日 のほほんお話の会２、３年 

１８日 卒業式前々日準備 

１９日 卒業式リハーサル 給食終了 

２３日 卒業式 

２４日 修了式 

２月行事予定表 京都市立上賀茂小学校 令和７年度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   冬休みは夏休みに比べると短かったですが、年末年始の行事等で忙しく

過ごしたり楽しい思い出をつくったりした子どもたちがたくさんいたことと思います。学習やおうちの

手伝いをがんばった子どもたちもたくさんいたでしょう。 

  ３学期の始業式はオンラインで行いました。各教室で校長先生のお話を聞きました。 

  ３学期も残り２か月です。振り返った時に充実していたと思えるように、それぞれのめあてを立て

て過ごしてほしいと思います。 

  １月２３日、５年生は、社会科の学習の一環

で校外学習へ行きました。ホンダ自動車工場や

鈴鹿リサイクルセンターなどを見学しました。 

  １月２２日、２年生は、大切に育ててきた大根

を収穫しました。寒さが厳しい日の収穫でした

が、立派な大根が収穫できてうれしそうでした。 

  １月２７日、３年生は社会科の学習の一環

で北消防署へ見学に行きました。 

  ６年生は、演劇鑑賞のため、ロームシアターに

行きました。「王子と少年」という舞台を鑑賞しま

した。全く違う境遇に生まれた顔がそっくりな 2

人が出会い、意気投合。着ている服をとりかえっ

こしたことから・・・。劇団四季の舞台です。 

 今回は、地震が発生した後、火災が起きた

という想定で訓練を行いました。事前に地

震や火災の恐ろしさと正しい避難の仕方を

学び、その後、実際に訓練を行いました。 

 今回は、本クラブとのコラボレーションをしました。

本クラブの子どもたちが、のほほんクラブのみなさ

まに読み方などのアドバイスをいただき、２・３年生

に読み聞かせをしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４年生は、総合的な学習の時間に学習した「防災」について発表しました。特に、水害について

地域の方にお話を聞いたり、調べたりしたことをグループでまとめました。 

京都市が平成１９年２月５日に制定した「子ども

を共に育む京都市民憲章」。その愛称が「京都は

ぐくみ憲章」であり、制定された２月５日が「京都

はぐくみ憲章の日」と定められました。 

  給食費３月分の引き落とし金額をお知らせいた

します。（３月は調整月となります。） 

  ○１・２年生  ２，５５０円 

  ○３・４年生  ３，５６０円 

  ○５・６年生  ４，７００円 

  普段とは金額が異なる学年がありますので、ご

確認ください。 

冬時刻（下校時刻が午後４時）は２月いっぱ

いまでです。３月からは夏時刻（下校時刻が午

 

  ２月１７日（火）は１組、１～３年、２０日

（金）は４～６年の参観・懇談会です。５時

間目に授業参観、午後２時３５分より懇談

会を予定しております。よろしくお願いいた

します。 

  また、２月１７日～２４日は図工展です。

場所は北校舎３階多目的室と図工室で

す。参観日の１７日（火）、２０日（金）は午

前９時～午後５時まで、それ以外の日は、

午後１時３０分～午後５時まで開催してお

ります。どちらも詳しくはすぐーるにて案内

を配信していますのでご確認ください。 

   

 本校１組の児童の作品も展示されています。 

  ・日時  ２月５日（木）～２月８日（日） 

         午前１０時～午後５時 

  ・場所  京都市美術館別館 

 ※入場無料です。 


